
】＿3▲ ビタルックス柿物成長促准光線の日本  

うづらに及ぼす影響について  

担当 永田信一．田中 実．   

日本うづら（Ja．panose 8uail）は最近鶏及び鳥類上の遺伝．生乳栄饗の諸点に関して  

その′くイロット テスターとして多数利用されてきている。特に維持費が安く．杭病性があり．  

性成熟が早く（平均44日位）．鰐化日数も短かい等の利点を多く持っている。こゝでは日本う  

づらが光線に対して感受性が強いので．光合成促進作用があると認められている Vltalu：Xe  

Fl－2ロBR¢4．口0［ト51ロ00Å摺色）占．000－7000ごィ赤色）を強めて去る。光度は  

9占ロー970 ルーメソ程度通常の蛍光ランプは5 0DOルーメソヨを利用して．発乳性成熟  

に対ずる剣戟作用の有無を調査した。  

供試ひな  

帝1回   10 5羽  

帯2同   15（）羽   

試験期間  

節1阿   1月15日～2月24 日  

軍2皇司   1月2 8 日～5月17 日   

（節5恒】   4月 7日～占月  2 日）  

試験方法   

保温箱を5ケ用意し．板厚2Gmで縦Ⅹ横Ⅹ深さ（70XllOX5占）で．端よl）約55  

cm焼のところにビニールに切込みを入れた〟のれん払を下げて保温し．‾Fは金牌床とした。   

ひなは夫々55羽－50羽を当初より産卵日令に透するまで置いた。   

ビタルックスは側面に対向させて装斡したものと．薦上に並列して装着したもの．対照区との  

5区を設けた。このランプは熱を出さないので．限勲婿として100Ⅵ’の白熱電球を更に加えた。  

飼  料   

日本配合飼料うづら用を不断給与とした。 休車剃私 飼料摂取蟄  

はかり天秤で毎週体重測定．飼料摂取量を新堀した。  

→15占－   
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畢丸素魚については，dd 京大田剃教授が自レグ姓を用いて少羽数であるが照射区の方が大き  

かったことを報告しでいる。当塀の剖検結果では次のとおりであった。  

第二兼 題丸更軟  

I  

右 呼  き 友 野   
計  

ダ  
97－d  1．9d2   

588   59U   1．178  

572   ddU   1．252   】   主 筆丸蔑見（平均）    l    斗二均体重    ‡       試験区   ダ 91．d  u 霊988 n        対照区i  95．0          n 試験¶区 t 90．U  
側面照射駆が対照区より大でありたカー席上区と珊区では大差がみられなかった。  

考  察   

1，体曳  

各迎合における平均体重は第一蓑に鞄げたが．う過令までには差がなかったが．」適合．5  

邁令時に動こ側所潤糾区と対照区間に差があったが．韓卵期に近づくに従って羞はなくなった．  

雄でにる遇令時に潰上闇討区と対照区間に有意の差があったが．7邁令時には無くなってい？1   

即ち増休に関して今ー卿）方法ではビタルックスによる促進効果は認められなかった。  

照射時撒こついては今回は2川棚乳点燈とした。  

2．飼料摂取駿と要求率   

各区間体貢増加歴と飼料鏡放凪とdヽ幽傍注錨仁善がなかったネ；．5－d週令時にゴ動こおいて直   

上憮射区は効率が悪くなっているが．7i司令時（成熟時）に逆転しでいるので．この期間に発育   

の変化があるのではないかと推察される．ビタルックスが畢九重漁を増加させる効果が君るしい一  

との実験も2．5あり．当場での剖検魔果でも一応確認出来るので．更にこの点追試する予定で  

ある。  
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